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　町歴史民俗資料館では、「アートリン

クとちぎ2007…壬生の美術工芸」を栃木

県立美術館との共催により開催します。

この機会に県立美術館の名品をご鑑賞く

ださい。（関連記事 ２頁）�

川本哲子  作　鳥の木（2005）個人蔵�
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高久空木 作　干し物（1959）�
栃木県立美術館蔵�

人見城民 作　薬草図硯筥（1949）�
栃木県立美術館蔵�

　
陶
芸
と
竹
工
芸
に
お
け
る
近
代
の
展
開
の
中
で
栃
木
県
は
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
他
の
工
芸

分
野
の
近
代
化
に
お
い
て
も
、
栃
木
県
は
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
作
家
た
ち
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
壬
生
の
風
土
に
生
ま
れ
育
っ
た
作
家
た
ち
は
独
自
の
工
芸

を
演
出
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
�

　
漆
芸
で
は
日
光
堆
朱
の
人
見
城
民
（
一
八
九
四
―
一
九
七
二
）
、

染
色
で
は
ロ
ー
ケ
ツ
染
の
高
久
空
木
（
一
九
〇
八
―
一
九
九
三
）
、

そ
し
て
人
形
の
川
本
哲
子
（
一
九
四
九
―
）
で
す
。
�

　
人
見
は
繊
細
な
木
工
と
華
麗
な
堆
朱
の
融
合
を
実
現
し
〈
木

堆
朱
〉
を
、
高
久
は
西
欧
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
和
装
服
飾
に
切
り

換
え
〈
染
帯
〉
を
、
そ
し
て
川
本
は
身
体
の
尊
厳
を
象
徴
す
る

〈
人
形
〉
を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。
�

　
展
示
会
で
は
、
栃
木
県
立
美
術
館
所
蔵
品
を
中
心
に
、
独
自

の
近
代
工
芸
を
牽
引
し
て
き
た
作
家
、
そ
し
て
現
在
壬
生
を
創

作
の
拠
点
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
作
家
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ら
を
育
ん
だ
壬
生
町
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。
�

□ギャラリートーク�
　　　　　　「壬生出身」作家と作品について（当館学芸員）�
　　　　　　８月中 第１、第３土曜日　14：00～�
□主　　催　壬生町立歴史民俗資料館・栃木県立美術館�
□会　　場　壬生町立歴史民俗資料館�
□会　　期　７月21日(土)～８月26日(日)�
□休 館 日　月曜日（但し、火曜日は１時から）�
□観 覧 料　無料�
◆問合せ先　町歴史民俗資料館　1 82－8544
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４
月
29
日
、
町
総
合
公
園
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
、「
第
26
回
壬
生
町
消
防

団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」
及
び
「
第
５
回

消
防
交
通
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ポ

ン
プ
操
法
大
会
は
、
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

町
消
防
団
（
鈴
木
正
美
団
長
・
団
員
201

名
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

消
防
団
各
部
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
、
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
い

ま
し
た
。

消
防
交
通
フ
ェ
ア
で
は
、
パ
ト
カ
ー

や
白
バ
イ
、
は
し
ご
車
の
展
示
、
起
震

車
に
よ
る
地
震
の
体
験
、
交
通
安
全
啓

発
物
の
配
布
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ

る
水
消
火
器
と
機
器
を
使
っ
た
模
擬
火

災
消
火
訓
練
と
体
験
の
ほ
か
、
県
の
防

災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
に
よ
る
救
助
訓

練
・
ヘ
リ
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
　
体

●
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
１
部

（
上
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
１
部

（
安
塚
・
緑
町
・
幸
町
・
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
・
北
小
林
地
区
）

第
三
位
　
第
３
分
団
第
５
部

（
至
宝
・
六
美
・
ひ
ば
り
・
若
草
・

い
ず
み
・
落
合
・
国
谷
・
あ
け
ぼ

の
地
区
）

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部

（
下
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
５
部

（
三
好
町
・
旭
町
・
星
の
宮
・
車
塚

地
区
）

第
三
位
　
第
１
分
団
第
３
部

（
万
町
・
上
新
町
・
下
馬
木
・
西
高

野
地
区
）

個
　
人
（
優
秀
賞
）

●
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
清
水
　
幸
司
（
３
―
５
）

・
一
番
員
　
小
菅
　
貴
広
（
２
―
１
）

・
二
番
員
　
富
居
　
裕
之
（
２
―
１
）

・
三
番
員
　
荒
川
　
正ま
さ

己み

（
２
―
１
）

・
四
番
員
　
荒
川
　
忠
士
（
２
―
１
）

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
高
久
　
勝
義
（
２
―
５
）

・
一
番
員
　
出
井
　
和
典
（
２
―
５
）

・
二
番
員
　
梁
島
　
直
基
（
２
―
５
）

・
三
番
員
　
大
垣
　
勝か
つ

行ゆ
き

（
３
―
２
）

個
　
人
（
努
力
賞
）

●
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
亀
岡
　
行ゆ

き

義よ
し

（
１
―
１
）

・
一
番
員
　
関
根
　
智
之
（
１
―
１
）

・
二
番
員
　
篠
原
　
喜き

明あ
き

（
１
―
１
）

・
三
番
員
　
篠
原
　
直
樹
（
２
―
３
）

・
四
番
員
　
須
藤
　
孝
幸
（
１
―
４
）

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
後
藤
　
伸
久
（
２
―
２
）

・
一
番
員
　
早そ

乙お
と

女め

英
明
（
２
―
２
）

・
二
番
員
　
大
塚
　
正
人
（
３
―
２
）

・
三
番
員
　
増
山
　
克
彦
（
２
―
２
）

防災ヘリによる救助訓練

第2分団　第5部 第2分団　第1部

交通安全啓発物の配布

成
　
績
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科　　目�

4,541,452�

460,000�

25,000�

5,000�

3,000�

340,000�

33,000�

100,000�

110,000�

1,620,000�

8,000�

147,454�

267,490�

696,598�

557,512�

5,127�

3�

253,007�

250,000�

190,257�

557,100�

10,170,000

4,570,455�

471,697�

18,000�

13,000�

10,000�

340,000�

38,000�

100,000�

126,831�

1,643,632�

8,000�

147,788�

249,661�

700,833�

524,644�

12,161�

1,158�

228,845�

543,860�

200,047�

546,900�

10,495,512

4,428,076�

422,066�

16,418�

17,664�

12,928�

362,493�

40,152�

117,190�

126,831�

1,672,747�

9,089�

134,371�

235,870�

374,838�

447,338�

11,664�

1,357�

228,841�

543,861�

155,825�

0�

9,359,619

96.9�

89.5�

91.2�

135.9�

129.3�

106.6�

105.7�

117.2�

100.0�

101.8�

113.6�

90.9�

94.5�

53.5�

85.3�

95.9�

117.2�

100.0�

100.0�

77.9�

0.0�

89.2

（単位：千円・％）�

当初予算額� 予算現額� 収入済額�対予算比�

歳 入� 町
の
財
政
状
況�
町
の
財
政
状
況�

平
成
18
年
度
下
半
期�

町
の
財
政
状
況�

（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）�

１．町　　　　税�

２．地方譲与税�

３．利子割交付金�

４．配当割交付金�

５．株式等譲渡所得割交付金�

６．地方消費税交付金�

７．ゴルフ場利用税交付金�

８．自動車取得税交付金�

９．地方特例交付金�

10．地方交付税�

11．交通安全対策特別交付金�

12．分担金及び負担金�

13．使用料及び手数料�

14．国庫支出金�

15．県 支 出 金�

16．財 産 収 入�

17．寄 附 金�

18．繰 入 金�

19．繰 越 金�

20．諸 収 入�

21．町　　　債�

　　　合　　　　計�
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町
で
は
、
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
町
に
配
分
さ

れ
た
国
・
県
支
出
金
等
が
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

か
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
２
回
（
６
月
・

12
月
号
広
報
壬
生
に
掲
載
）、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
18
年
度
下
半
期
ま
で
の
収
入
・
支
出
状
況
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
公
表
す
る
も
の
は
、
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
の

も
の
で
あ
り
、
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
３
月
末

ま
で
に
確
定
し
た
債
権
債
務
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
た
め
に
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
２
ヶ
月
間
を
出
納
整
理
期
間
と

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

《
一
般
会
計
の
概
要
に
つ
い
て
》

平
成
18
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
１
０
１
億
７，

０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
の
繰
越
額
及
び
６

回
の
補
正
予
算
の
実
施
に
よ
り
、
当
初
に
比
べ
、
３．

２
％
増

の
１
０
４
億
９，

５
５
１
万
２
千
円
の
現
計
予
算
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
９
３
億
５，

９

６
１
万
９
千
円
で
、
予
算
額
の
８
９．

２
％
に
な
り
ま
す
。
ま

た
支
出
済
額
は
９
３
億
１，

０
１
８
万
２
千
円
で
、
予
算
額
の

８
８．

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
科
目
別
の
状
況
に
つ
い
て
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。



早�わ�か�り�財�政�用�語�

早
わ
か
り
財
政
用
語

早
わ
か
り
財
政
用
語�

早
わ
か
り
財
政
用
語�

町
の
予
算
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
基
本
的
な
用
語
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。�

科　　目�

124,625�

1,155,192�

2,607,847�

967,170�

34,325�

381,089�

294,461�

1,893,124�

574,998�

1,197,091�

11,502�

908,573�

3�

20,000�

10,170,000

122,953�

1,542,343�

2,486,801�

1,110,673�

34,542�

371,224�

294,248�

1,871,304�

569,403�

1,160,909�

11,502�

899,607�

3�

20,000�

10,495,512

121,611�

1,456,403�

2,333,321�

1,007,147�

32,104�

350,290�

245,669�

1,297,424�

564,925�

1,067,723�

0�

833,565�

0�

0�

9,310,182

98.9�

94.4�

93.8�

90.7�

92.9�

94.4�

83.5�

69.3�

99.2�

92.0�

0.0�

92.7�

0.0�

0.0�

88.7

（単位：千円・％）�

当初予算額� 予算現額� 支出済額�対予算比�

歳 出� 収入済額構成比�収入済額 9,359,619千円�

支出済額構成比�支出済額 9,310,182千円�

１．議 会 費    �

２．総 務 費    �

３．民 生 費    �

４．衛 生 費    �

５．労 働 費    �

６．農林水産業費    �

７．商 工 費    �

８．土 木 費    �

９．消 防 費    �

10．教 育 費    �

11．災害復旧費    �

12．公 債 費    �

13．諸 支 出 金    �

14．予 備 費    �

　　合　　計�
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各
年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
に
、
町
が
何
に
ど
れ
だ
け

の
お
金
を
活
用
す
る
予
定
か
を
示
し

た
計
画
の
こ
と
を
「
予
算
」
と
い
い

ま
す
。

ま
た
予
算
は
、「
町
の
行
政
が
ど
の

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
具

体
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
皆

様
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
、
効
果
が
ど
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
る
か
を
判
断
す
る
」
と

い
う
意
味
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
持

つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

町
の
基
本
的
な
財
政
運
営
に
必
要

な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、

町
の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
町
の
存
立
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

を
経
理
す
る
た
め
の
会
計
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
議
会
費
、

総
務
費
、
民
生
費
、
教
育
費
等
が
一

般
会
計
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特

別
会
計
」
と
い
い
、
壬
生
町
で
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

１
年
間
に
町
に
入
る
す
べ
て
の
収

入
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
年

間
に
町
が
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る

お
金
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入

の
金
額
に
よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決
ま

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
町
税
と
は

税
金
に
は
そ
の
性
質
や
内
容
に
よ

り
、
国
、
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
て
納
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

そ
の
中
で
町
に
納
め
ら
れ
る
も
の
を

「
町
税
」
と
い
い
ま
す
。
主
な
も
の
と

し
て
は
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
皆
様

に
納
め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
、
町

内
に
資
産
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て

い
た
だ
く
固
定
資
産
税
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
地
方
特
例
交
付
金
と
は

恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
う
地

方
税
の
減
収
額
を
補
て
ん
す
る
た
め

に
交
付
さ
れ
る
「
減
税
補
て
ん
特
例

交
付
金
」
及
び
児
童
手
当
制
度
拡
充

●
予
算

●
一
般
会
計

●
歳
入



早�わ�か�り�財�政�用�語�

特�
国民健康保険�

別�会�計�

水�道�事�業�

予 算 額�

収入済額�

支出済額�

41億9,086万4千円�

37億2,403万7千円�

37億707万6千円�

公共下水道事業�
予 算 額�

収入済額�

※収支の不足額は、一般会計資金を運用しました。�

※収支の不足額は、一般会計資金を運用しました。�

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。�

支出済額�

18億3,040万4千円�

10億5,160万7千円�

14億2,071万円�

奨学資金�
予 算 額�

収入済額�

支出済額�

195万9千円�

200万1千円�

148万7千円�

収益的収支�
予 算 額�

事業収益�

事業費用�

4億8,828万4千円�

5億8,242万9千円�

4億8,426万4千円�

老人保健事業�
予 算 額�

収入済額�

支出済額�

28億8,537万6千円�

27億6,678万5千円�

26億5,927万8千円�

介護保険事業�
予 算 額�

収入済額�

支出済額�

15億5,978万7千円�

15億3,355万1千円�

13億6,656万9千円�

農業集落排水事業�
予 算 額�

収入済額�

支出済額�

7億6,092万1千円�

4億9,268万円�

6億2,648万5千円�

資本的収支�
予　算　額�

資本的収入�

資本的支出�

4億8,523万9千円�

1億8,469万9千円�

4億8,504万7千円�

6

に
伴
う
地
方
の
負
担
増
に
対
応
す
る

た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
児
童
手
当
特

例
交
付
金
」
か
ら
な
り
ま
す
。

●
地
方
交
付
税
と
は

国
に
納
め
ら
れ
た
一
部
の
税
金
か

ら
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公
共
団
体

が
等
し
く
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、

国
か
ら
町
へ
配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
公
平
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
間
に
は
、
地
域
に

よ
る
経
済
力
の
格
差
等
が
あ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
地
域
間
に
租

税
負
担
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
著

し
い
格
差
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

調
整
し
て
い
る
の
で
す
。

●
国
庫
支
出
金
と
は

町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
お
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
に
つ

い
て
、
国
か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
は
、
一
般

に
「
国
が
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、

国
家
的
見
地
か
ら
公
益
性
が
あ
る
と

認
め
、
そ
の
事
業
実
施
に
資
す
る
た

め
、
相
当
の
反
対
給
付
を
受
け
な
い

で
交
付
す
る
給
付
金
で
あ
る
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
債
と
は

町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ

と
で
す
。
道
路
や
橋
、
ま
た
は
学
校

な
ど
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
利

用
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な
資

金
に
つ
い
て
、
財
政
的
負
担
の
軽
減

と
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
町
債
と
い
う
形

で
お
金
を
調
達
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

●
一
般
財
源
と
は

歳
入
の
う
ち
、
町
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
よ
う
に
使
い
道
が
特
定
さ

れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
経
費
に
も
活
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
判
断
の

も
と
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
政

策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
使

い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財

源
が
で
き
る
だ
け
多
く
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

●
特
定
財
源
と
は

一
般
財
源
と
は
反
対
に
、
歳
入
の

う
ち
、
国
庫
支
出
金
や
町
債
の
よ
う

に
使
い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
る
お
金

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
自
主
財
源
と
は

町
税
や
使
用
料
な
ど
の
よ
う
に
、

町
が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
の
で
き

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
歳
入

全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が

高
い
ほ
ど
、
町
と
し
て
は
望
ま
し
い

姿
で
あ
り
、
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
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�

�

方債現在高�

一般会計�
65億960万3千円�

公共下水道事業�
特別会計�

農業集落排水事業�
特別会計�

水道事業会計�

一般公共事業債�

一般単独事業債�

公営住宅建設事業債�

義務教育施設整備事業債�

一般廃棄物処理事業債�

財源対策債�

減税補てん債�

臨時税収補てん債�

臨時財政対策債�

その他�

下水道事業債�

農業集落排水事業債�

水道事業債�

3,543万9千円�

16億4,338万円�

2,790万2千円�

4億7,735万2千円�

15億513万4千円�

6億4,675万6千円�

5億8,072万6千円�

6,849万7千円�

14億8,634万7千円�

3,807万円�

71億7,067万8千円�

27億9,316万5千円�

25億4,609万8千円�

主な税� １人当たり�１世帯当たり�

45,565�

53,318�

1,315�

5,403�

6,092�

111,693

130,306�

152,478�

3,761�

15,451�

17,421�

319,417

平成19年3月31日現在� （単位：円）�

※3月末現在の住基人口39,645人・世帯数13,863世帯�

地� の負担状況�税�
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ス
に
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

●
依
存
財
源
と
は

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
町

債
の
よ
う
に
、
国
の
決
定
や
許
可
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

た
り
し
て
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

１
年
間
に
町
が
活
用
す
る
す
べ
て
の

支
出
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
お
金
で
様
々
な
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
歳
出
の
額

が
決
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整

事
務
、
徴
税
事
務
、
本
庁
舎
の
維
持

管
理
等
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
民
生
費

障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

の
充
実
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推

進
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
衛
生
費

生
活
環
境
の
保
全
、
健
康
の
増
進
、

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
費

農
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、
生

産
基
盤
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
商
工
費

中
小
企
業
の
振
興
及
び
観
光
の
振

興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
土
木
費

道
路
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
の
整
備

及
び
維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
教
育
費

小
中
学
校
の
教
育
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
公
債
費

町
債
の
償
還
元
金
と
利
息
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
義
務
的
経
費
と
は

町
の
歳
出
の
う
ち
、
職
員
の
人
件

費
、
町
債
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の

公
債
費
な
ど
町
が
行
政
活
動
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
や
法

律
な
ど
に
よ
り
町
に
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い
経

費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
投
資
的
経
費
と
は

町
の
歳
出
の
う
ち
、
道
路
や
橋
、

ま
た
は
学
校
の
建
設
な
ど
の
よ
う
に
、

そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向

け
ら
れ
、
施
設
な
ど
町
民
の
財
産
と

し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
関
す
る
経

費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
歳
出



５
月
29
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
政
協
力
委
員
会

議
・
壬
生
町
自
治
会
連
合
会
平
成
19
年
度
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

行
政
協
力
委
員
会
議
に
お
い
て
は
町
長
か
ら
委
嘱
状
の
交

付
の
あ
と
、
行
政
協
力
委
員
の
制
度
、
交
通
安
全
施
設
設
置

要
望
・
防
火
貯
水
槽
設
置
要
望
・
自
治
会
管
理
防
犯
灯
新
設

補
助
金
等
、
青
少
年
健
全
育
成
地
域
懇
談
会
に
つ
い
て
、
壬

生
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭
に
つ
い
て
等
町
の
関
係
各
課
か
ら

の
説
明
が
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭
に
つ
い
て
は
多
数
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
の
総
会
に
お
い
て
は
、
議
案
審
議
の
あ
と
、

布
施
木
会
長
と
清
水
町
長
か
ら
18
年
度
で
自
治
会
長
を
退
任

さ
れ
た
３
人
の
方
へ
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。こ

れ
は
、
３
年
以
上
の
長
き
に
亘
り
自
治
会
長
を
務
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た

自
治
会
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
る
も
の
で

す
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
…
布
施
木
善
作
（
原
宿
）

副
会
長
…
荒
川
　
正
一
（
中
央
）

〃
　
　
山
野
井
　
實
（
北
小
林
）

理
　
事
…
清
水
　
　
武
（
下
表
町
）

〃
　
　
山
本
　
忠
男
（
駅
東
）

〃
　
　
栗
原
　
　
浩
（
城
東
町
）

〃
　
　
戸
崎
　
義
晴
（
三
好
町
）

〃
　
　
葭
葉
　
　
勲
（
車
塚
）

〃
　
　
長
　
　
　
稔
（
馬
場
）

〃
　
　
宮
川
　
　
功
（
至
宝
町
北
）

〃
　
　
田
崎
　
勝
征
（
六
美
町
南
部
）

〃
　
　
齊
藤
　
　
夫
（
緑
町
一
丁
目
）

〃
　
　
山
城
　
　
博
（
幸
町
二
丁
目
）

〃
　
　
中
尾
靖
一
郎

（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

〃
　
　
牧
野
　
荘
平
（
緑
町
四
丁
目
）

〃
　
　
伊
藤
　
喜
一
（
上
町
）

〃
　
　
大
　
　
博
美
（
福
和
田
）

〃
　
　
粂
川
伊
勢
松
（
助
谷
）

〃
　
　
齊
藤
　
軍
夫
（
安
塚
二
）

〃
　
　
中
川
　
行
弘
（
上
長
田
）

〃
　
　
小
平
　
義
　
（
国
谷
新
田
）

監
　
事
…
葭
葉
　
　
勲
（
車
塚
）

〃
　
　
篠
原
　
宏
明
（
東
下
台
）

会
　
計
…
清
水
　
　
武
（
下
表
町
）

（
敬
称
略
）

平
成
平
成
19
年
度
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

年
度
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た�
平
成
平
成
19
年
度
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

年
度
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た�
平
成
19
年
度
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

下　表　町�
中　表　町�
下　横　町�
今　　　井�
上　表　町�
東　下　台�
城　東　町�
舟　　　町�
栄　　　町�
仲　通　町�
上　通　町�
三　好　町�
旭　　　町�
万　　　町�
上　新　町�
下　馬　木�
西　高　野�
城　　　内�
城　　　南�
馬　　　場�
原　　　宿�
田向稲荷内�
上　　　坪�
前　宿　坪�
台　　　坪�
星　の　宮�
至 宝 町 北�
六美町北部�
ひばりヶ丘�
緑町一丁目�
緑町二丁目�
幸町一丁目�
幸町二丁目�
幸町三丁目�
幸町四丁目�
おもちゃのまち�
い　ず　み�
六美町南部�
車　　　塚�
六美町中央�

�

清水　　武�
小田垣　　�

小平　幸男�
山本　忠男�

下 台 団 地�
駅　　　東�
至 宝 町 南�
県営壬生住宅�
釜　ヶ　渕�
原　　　坪�
鹿　　　島�
下馬木（稲葉）�
下　　　町�
上　　　町�
本　　　郷�
松　　　原�
西　　　部�
中　　　央�
北　　　原�
台　　　宿�
下　　　坪�
東　　　原�
鯉　　　沼�
福　和　田�
北　小　林�
安　塚　一�
安　塚　二�
上　長　田�
上　　　田�
中　　　泉�
助　　　谷�
助　谷　原�
落　　　合�
国 谷 中 央�
国 谷 新 田�
緑町三丁目�
緑町四丁目�
あ け ぼ の�
安　塚　三�
安 塚 南 部�
若　　　草�
国 谷 本 田�
安 塚 中 央�

No. 自治会名� 氏　　名�
41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

No. 自治会名� 氏　　名�

金小路晃平�
こんごう  じ�

大栗　正　�
まさ  のり�

栗橋　治二�
はる じ�

清水　政治�
まさ   じ�

山野井　實�
みのる�

齊藤　軍夫�
いさ   お�

斉藤　侑司�
ゆう じ�

小平　義　�
よし のり�

有路　次男�
あり じ�

阿部　博章�
ひろ あき�

斎山　勝政�
さい やま�

鈴木　　浤�
こう�

星　　幸男�
さち   お�

鈴木　義一�
よし いち�

荒川　克己�
かつ み�

高山　重隆�
しげ たか�

高橋　保三�
やす ぞう�

石川　洋雄�
ひろ お�

泉　　嘉郎�
よし ろう�

栄松　　å
さかえまつ�

中尾靖一郎�
やす いち ろう�

田崎　勝征�
かつ まさ�

荒川　敬二�
篠原　宏明�
栗原　　浩�
市川　江一�
安生　恒夫�

塚本　一美�
戸h　義晴�
戸h　　勇�
荒川　喜八�
落合　宜和�
石∫　良男�

長　　　稔�
布施木善作�
篠原　　弘�
須藤　重雄�

�
山川　志郎�
板橋　　誠�
宮川　　功�

桐生　泰江�
齊藤　　夫�

根本　秀夫�
山城　　博�
佐藤　義勝�

鈴木　茂機�

葭葉　　勲�
角田　晴伸�

川中子　誠�
荒川　安男�
阿部　鉄雄�
梁島　忠信�
阿部　文夫�

伊藤　喜一�
増山　義雄�
鈴木　敏市�
落合　正　�
荒川　正一�
川島　芳之�
早乙女勝則�

太田　景明�
鈴木　耕市�
大　　博美�

中川　行弘�
大垣　武行�

篠　　正美�

粂川伊勢松�
日下　　清�
山田　武雄�
大栗　　榮�

牧野　荘平�
渡邉　　茂�
粂川　　夫�

田中　英男�
安生　勝英�

平成19年度　行政協力委員名簿�

自
治
会
連
合
会
新
役
員

感
謝
状
贈
呈
者

前上通町自治会長
白久　正三

前六美町北部自治会長
花田　　薫

前安塚南部自治会長
河野邉　弘Z
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犯罪や非行に至るまでには、家庭環境や周囲の言語など、様々な積み重ねがあるもの
です。温かく人を受け入れ、互いに支えることができる社会を築いていきたい。そして
多くの人たちに、犯罪や非行の問題についてまっすぐにメッセージを伝えたい。そうし
た願いを込めて、「おかえり。」をキーワードとすることにしました。

おかえり。
あなたに信じてもらえる。

それだけで、歩き出せる人がいます。

あやまちから立ち直ろうとする決意を、

どうかまっすぐに受け入れてください。

更生への道のりには、

あなたの温かい支えが必要です。

壬生町保護司会
壬生町更生保護女性会

壬生町青少年健全育成実施委員会

同じ地域に住んでいる人たちが犯罪や非行をしなくても生きていけるようにしたい、そ
れは誰もが抱いている思いではないでしょうか。私たちは、犯罪や非行の問題は、一部の
人たちが関わるだけではなく、地域に住む一人ひとりが考え、それぞれの立場で、できる
ことから行動していくことの必要性を、できるだけ多くの人に伝えていきたいと思います。

第57回「社会を明るくする運動」のキーワードは

「おかえり。」

「おかえり。」

７月は“社会を明るくする運動”強調月間です

社会を明るくする運動は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生

について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会

を築こうとする全国的な運動です。

私たちが伝えたいこと



壬生町体育協会�

　
壬
生
町
体
育
協
会（
松
本
幸
三
会

長
）は
、
５
月
30
日
に
開
催
し
た
総

会
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
の
大

会
で
活
躍
し
た
選
手
・
監
督
の
方
々

を
体
育
協
会
の
表
彰
規
定
に
基
づ

き
選
考
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。�

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。�

������

壬
生
東
ク
ラ
ブ
（
野
球
）�

　
●
関
東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会�

　
　
栃
木
県
予
選
　
優
勝�

��

野
口
　
節
子�

　
●
前
理
事（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）�

大
塚
　
聖
人�

　
●
第
23
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　
　
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
出
場�

早
乙
女
大
貴�

　
●
第
32
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
選
手
権
大
会
53
kg
級
出
場�

荒
川
早
紀
恵�

　
●
２
０
０
７
年
ク
リ
ッ
パ
ン
レ

　
　
デ
ィ
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
国
際
大
会
43
kg
級
出
場�

大
橋
千
奈
都�

　
●
栃
木
県
陸
上
選
手
権
大
会�

　
　（
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
・
１
０
０
ｍ
）

　
　
優
勝�

　
●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　
　
会
出
場（
陸
上
競
技
）�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
陸
上
競
技
）�

清
水
　
英
幸�

　
●
栃
木
県
高
校
総
体
水
泳
競
技

　
　
優
勝�

　
（
４
０
０
ｍ
自
由
形
）�

　
●
第
29
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

　
　
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏

　
　
季
水
泳
競
技
大
会
出
場�

　
　（
４
０
０
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
自
由
形
）�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
水
泳
）
　
ほ
か�

出
井
　
優
太�

　
●
第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

　
　
出
場�

河
野
　
悠
也�

　
●
第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

　
　
出
場�

君
島
　
立
将�

　
●
第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

　
　
出
場�

赤
塚
　
教
倫�

　
●
第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

　
　
出
場�

臼
井
　
美
陽�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）�

�

清
水
　
理
恵�

　
●
第
82
回
日
本
学
生
選
手
権
水

　
　
泳
競
技
大
会
出
場（
１
０
０
ｍ
・

　
　
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
水
泳
）�

　
●
第
48
回
日
本
短
水
路
選
手
権

　
　
水
泳
競
技
大
会
出
場
　
ほ
か�

石
田
憲
二
郎�

　
●
第
62
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場�

細
井
　
郁
代�

　
●
第
62
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場�

小
口
　
英
之�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
自
転
車
）　
監
督�

大
塚
　
春
海�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）監
督�

戸
田
　
圭
一�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
ボ
ー
ト
）�

福
嶋
　
鉄
兵�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
レ
ス
リ
ン
グ
）�

梁
島
　
英
男�

　
●
第
61
回
国
民
体
育
大
会
本
大

　
　
会
出
場（
銃
剣
道
）�

尾
崎
長
二
郎�

　
●
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
２
０
０
６
出
場（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）�

高
橋
　
優
子�

　
●
第
28
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
決
勝
大
会
出
場�

古
内
美
恵
子�

　
●
第
41
回
Ｂ
Ｐ
Ａ
Ｊ
全
国
ボ
ウ

　
　
リ
ン
グ
競
技
大
会
出
場�

受 

賞 

者�
（
敬
称
略
、
順
不
同
）�

団
　
体�

個
　
人�

ま
さ  

と�

ひ
ろ  

き�

ち    

な    

つ�

か
わ  

の�

は
る  

み�

き
み 

し
ま
　  

り
ゅ
う
す
け�

た
か 

と
し�

み  

は
る�
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第
24
回�

M
I
B
U

M
I
B
U
　
T
E
N
N
I
S

T
E
N
N
I
S
大
会
大
会�

第
24
回�

M
I
B
U
　
T
E
N
N
I
S
大
会�

5
月
20
日
�

町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
�

参
加
者
32
名
�

成
　
績�

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
の
部
）�

　
優
　
勝   

荒
川
隆
行
・
関
根
好
克
組�

　
準
優
勝   

青
木
一
男
・
柏
倉
秀
次
組�

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
60
歳
以
上
の
部
）�

　
優
　
勝   

斎
田
晃
男
・
木
村
政
司
組�

　
準
優
勝   

鴇
田
卓
哉
・
野
中
裕
二
組�

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス�

　
優
　
勝   

渡
辺
晴
美
・
早
乙
女
庸
子
組�

　
準
優
勝   

今
井
美
行
・
山
口
睦
代
組�

◆
開
設
期
間�

　
７
月
14
日（
土
）〜
９
月
２
日（
日
）�

　（
期
間
中
無
休
）�

◆
開
設
時
間�

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時�

　（
入
場
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）�

◆
利
用
料
金（
１
人
当
た
り
）�

　
　    

一          

般（
高
校
生
以
上
）�

７
０
０
円�

　
　    
小
・
中
学
生    

　
４
０
０
円�

　
　    
幼
　
　
　
児   

　 

無
　
　
料�

　
　    
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料（
１
回
）�

１
０
０
円�

◆
問
合
せ
先�

　（
開
設
期
間
中
）�

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル�

               

　
　    

†
82
―
９
４
７
９�

　（
期
間
以
外
）�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
月
曜
休
館
）�

  

【
町
総
合
運
動
場
体
育
館
内
】�

               

　
　    

†
82
―
２
３
４
５� 優勝者のみなさん�

○
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
進
行
を
遅
ら
せ
ま
す
。�

�

　
認
知
症
は
、
軽
い
認
知
障
害
の
段
階
か
ら
医
療
機
関
に
か
か
り
、
適
切

な
治
療
や
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
症
状
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
薬
を
飲
む
こ

と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
病
気
で
す
。
ま
た
、
他
の
病
気
が

原
因
で
認
知
症
の
症
状
が
で
て
い
る
場
合
に
は
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
で

症
状
が
よ
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
一
年
前
に
比
べ
て
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

�

　
□
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
・
集
中
力
が
な
く
な
っ
た
・
段
取
り
が
悪
く

　
　
な
っ
た�

　
□
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
く
な
る�

　
□
物
事
の
段
取
り
が
立
て
ら
れ
な
く
な
る�

　
□
道
具
の
使
い
方
や
着
替
え
の
仕
方
が
分
か
ら
な
く
な
る�

　
□
よ
く
知
っ
て
い
る
人
や
物
の
名
前
が
で
て
こ
な
く
な
る�

　
□
人
や
物
を
見
て
も
誰
か
、
何
か
分
か
ら
な
く
な
る�

�

　
自
分
や
身
近
な
人
に
、
最
近
の
出
来
事
を
思
い
出
せ
な
い
な
ど
気
に
な

る
症
状
が
み
ら
れ
た
と
き
は
、
「
歳
だ
か
ら
よ
く
あ
る
こ
と
」
と
か
「
た

ま
た
ま
体
調
が
悪
か
っ
た
だ
け
」
と
思
わ
ず
に
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医

や
専
門
医
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

介
護
保
険
キ
ー
ワ
ー
ド

介
護
保
険
キ
ー
ワ
ー
ド�
                      

認
知
症
っ
て
・
・
・
？

認
知
症
っ
て
・
・
・
？�

黒川の里ふれあいプール�
7月14日(土)オープン�
黒川の里ふれあいプール�
7月14日(土)オープン�

介
護
保
険
キ
ー
ワ
ー
ド�
                      

認
知
症
っ
て
・
・
・
？�

か
し
わ
ぐ
ら
ひ
で
つ
ぐ�

て
る
お�

と
き
た�

よ
う
こ�

み
ゆ
き�
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壬生町に住民登録のある方は、希望すれば住民基本台帳カードが交付されます。カードの有効期間は10年で
す。顔写真付きのものと、顔写真の付かないものの２種類があり、希望によりどちらかを選ぶことができます。
住基カードの交付申請については、下記のとおりです。
●受付時間 月曜日～金曜日（祝祭日、12月29日～１月３日を除く）の８：30～17：00

※手続きに30分ほど時間がかかります。
●受付場所 町民生部町民生活課　　　　　　　　　
●交付手数料 500円
●カードの有効期限 発行日より10年間
●申請に必要なもの 印鑑
※受付窓口でも写真撮影できますが、ご自身で写真を持参する場合はパスポート用の写真（4.5cm×3.5cm)で６
ヶ月以内に撮影した正面・無帽・無背景のものをご用意ください。
※カードの交付は、本人確認資料（運転免許証・パスポート等官公署が発行した顔写真付き身分証明書）をお
持ちの方は、当日交付されます。なお、お申し込み者数によってしばらくお待ちいただく場合や、後日受け
取りに来ていただく場合もあります。
※本人確認資料のない方は、ご本人に「照会書」を郵送しますので、必要事項を記入のうえ照会書と健康保険
証等を持参していただいてから交付されます。
※原則本人の申請となります。本人以外の方から申請する場合は、提出書類等申請方法が異なりますので、詳
細につきましては、下記までお問い合わせください。
※有効期限は10年間ですが、他の市町村に転出した場合には無効になります。この場合、カードは返納してい
ただきます。
転居などの際は、表面に記載された住所などを修正しますので、住民基本台帳カードを窓口にお届けくださ
い。
住民基本台帳カードを紛失した場合は、直ちに窓口まで届け出てください。
※住基カードの券面が変わりました
偽造防止対策として、平成17年２月21日から、カードに背景画像が印刷されております。既にお持ちの住基
カードはそのまま有効期間満了までお使いいただけます。

公的個人認証サービスによる電子証明書の発行について
公的個人認証サービスに伴う電子証明書を発行しています。

インターネットを使った電子申請や届出を行う際に、申請者の「なりすまし」や申請内容の「改ざん」など
を防ぐため、本人であることを証明する電子証明書を住民基本台帳カード内に記録するサービスです。
申請については、下記のとおりです。
●申請できる方 壬生町に住民登録をしている方（原則15歳以上）
●申請に必要なもの ○住民基本台帳カード

○本人確認資料（運転免許証・パスポート等官公署が発行した顔写真付き身分証明書）
有効期限切れのもの、住所や氏名が未変更の免許証など申請書の内容と異なるものは
本人確認書類として使えません。

●有効期限 発行日より３年間
●手 数 料 500円
●受付場所 町民生部町民生活課
●受付時間 月曜日～金曜日（祝祭日、12月29日～１月３日を除く）の８：30～17：00

※手続きに30分ほど時間がかかります。
●そ の 他 電子証明書を使用するには、インターネットの利用可能なパソコンとＩＣカードリーダ

ライタが必要です。
代理人が申請する場合は、提出書類等申請方法が異なりますので、詳細につきましては、
下記までお問い合わせください。

問合せ先　民生部町民生活課　181－1824

12
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「住民基本台帳カード（住基カード）」�

公的証明書としても便利�
顔写真付きの住基カードは、本人確認の際には、公的証明書として、�

さまざまな暮らしの場で活用できます。�

は運転免許証などと同様に�



国民年金制度は、社会全体で私たちの暮らしを支える社会保障制度です。物価の上昇など経済情勢が変化し
ても、それに対応した年金が一生涯受け取れます。また、国民年金は老後の保障だけでなく、万が一の時のた
めに、障害基礎年金・遺族基礎年金があります。障害基礎年金・遺族基礎年金とも、保険料を納付していない
と、万が一の時の保障を受けられない場合があります。なお、保険料納付の困難な方は、免除制度もあります
のでご相談下さい。以下の年金額は、平成19年度の額です。
老齢基礎年金
国民年金保険料を納めた期間（保険料免除期間等を含む）が原則として25年以上ある方が、65歳以上にな
ってから受けられる年金です。

受給額（40年間保険料納付） 792,100円
障害基礎年金
国民年金の加入中（又は老齢基礎年金を受けていない60歳以上65歳未満で国内在住中）や20歳前の病気や
ケガで一定の障がいの状態になってしまった場合に、生活を保障するために障害基礎年金が支給されます。
生計を維持されている子がいる場合には、子の数に応じて加算があります。

受給額　１級の障がい　　990,100円
２級の障がい　 792,100円

遺族基礎年金
国民年金の加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡くなった時、その方に生計を維持され
ていた子のある妻または子が受ける年金です。子がいることが必要で、子の数に応じた額の遺族基礎年金が
受給できます。

受給額　妻と子１人の場合　　　 1,020,000円
子（１人）のみの場合　　792,100円

◎子とは、18歳到達年度の末日までの子、または20歳未満で障がいの状態が１級・２級の子
寡婦年金　
第１号被保険者として、保険料を納めた期間と免除期間の合計が25年以上ある夫が死亡した場合、夫の死
亡当時、夫に生計を維持され、かつ、婚姻関係が10年以上継続していた妻に60歳から65歳までの間支給され
ます。
※死亡した夫が老齢または障害基礎年金の支給を受けていた場合は支給されません。

受給額　夫が受け取れるはずであった老齢基礎年金の３／４
死亡一時金
第１号被保険者として保険料を納めた期間が３年以上あり、かつ、老齢・障害基礎年金を受けずに死亡し
た場合、遺族基礎年金を受けられない遺族に支給されます。
※寡婦年金を支給できる場合は、どちらか一方の選択となります。

受給額

※半額免除期間の月数は、保険料納付月数の1/2で、４分の１免除は、保険料納付月数の３／４で、４分の
３免除は、保険料納付月数の１／４で計算されます。
※付加保険料納付済期間が３年以上ある場合は、8,500円が加算されます。

○問合せ先　●栃木社会保険事務所年金給付課　122－4134
●町民生部保険環境課国民年金係　181－1827
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国民年金は有利で魅力的な制度です�国民年金は有利で魅力的な制度です�

年金を受けている方が亡くなったとき―遺族の方が、未支給請求書・死亡届・遺族厚生年金請求書等

の提出を、栃木社会保険事務所年金給付課にすることになります。

※障害基礎年金・遺族基礎年金・寡婦年金のみを受給されていた方は、役場町民生活課へ提出となり

ます。
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壬生東小学校�

睦小学校�

南犬飼中学校�

壬生北小学校�

安塚小学校�

南犬飼地区�
公民館�
勤労青少年ホーム�
（やすづか�
保育園を含む）�

壬生中学校�

羽生田小学校�

稲葉小学校�
稲葉地区公民館�

壬生小学校�

篠井小学校�

壬生中央公園�
城址公園�

総合運動場�

総合公園�

壬生東小学校�

睦小学校�

南犬飼中学校�

壬生北小学校�

安塚小学校�

南犬飼地区�
公民館�
勤労青少年ホーム�
（やすづか�
保育園を含む）�

壬生中学校�

羽生田小学校�

稲葉小学校�
稲葉地区公民館�

壬生小学校�

藤井小学校�

壬生中央公園�
城址公園�

総合運動場�

総合公園�

指定避難場所�

壬生小学校�
82－0049�
FAX�
82－0121

本丸２丁目３�
－７�

下表町、中表町、下横町、�
今井、上表町、東下台、下�
台団地、城東町、栄町�

電　　話� 所 在 地� 収容地区名�No.

１�

壬生中央公民�
館城址公園�

82－0108�
FAX�
82－0042 

本丸１丁目８�仲通町、上通町、駅東、県�
営壬生住宅、城内、城南、�
舟町�

２�

藤井小学校�
82－0102�
FAX�
82－4684

大字藤井1267 馬場、原宿、田向稲荷内、�
上坪、前宿坪、台坪�３�

壬生中学校�
82－6690�
FAX�
82－2048

大字壬生甲�
2770

万町、上新町、壬生下馬�
木、西高野、釜ヶ淵、福和�
田�

４�

総合運動場�
82－2345�
FAX�
82－2706

大字壬生甲�
3828

三好町、旭町、星の宮、六�
美町南部、六美町中央、�
車塚�

５�

壬生東小学校�
82－0079�
FAX�
81－1384

落合三丁目５�
－21

至宝町北、至宝町南、ひ�
ばりヶ丘、落合�６�

稲葉小学校�
82－1004�
FAX�
82－1572

大字上稲葉�
881

下町、上町、本郷、松原�
７�

稲葉地区公民館�
82－7374 大字上稲葉�

932
原坪、鹿島、稲葉下馬木�

８�

指定避難場所�

羽生田小学校�
82－1022�
FAX�
82－8410

大字羽生田�
2139－１�

西部、中央、北原、台宿、�
下坪�

電　　話� 所 在 地� 収容地区名�No.

９�

睦小学校�

82－4824�
FAX�
82－4954

大字壬生丁�
230－１�

六美町北部、緑町一丁目�
～緑町四丁目、幸町一丁�
目～幸町四丁目、おもち�
ゃのまち、いずみ、若草�

10

南犬飼中学校�
82－0134�
FAX�
85－1205

大字北小林�
743

北小林、あけぼの�
11

壬生北小学校�
86－0064�
FAX�
86－1058

大字北小林�
190

上田、中泉、助谷、助谷原�
14

総合公園�
86－7117�
FAX�
86－7112

大字国谷783�
－１�

国谷中央、国谷新田、国�
谷本田、東原、鯉沼�15

安塚小学校�
86－0034�
FAX�
86－0042

大字安塚�
2078

安塚一、安塚二、安塚三、�
安塚中央�13

南犬飼地区公�
民館勤労青少�
年ホーム（や�
すづか保育園�
を含む）�

86－0031 大字安塚�
1179 上長田、安塚南部�12

もしも!!もしも!! のときの避難所連絡先�のときの避難所連絡先�
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まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

５月20日、さわやかな五月晴れの日曜日、第10回睦っ子の

森フェスティバル（玉田秀夫実行委員長）が開催されました。

会場となったわんぱく睦っ子の森、授産施設「むつみの森」

こども発達支援センター「ドリームキッズ」は、家族連れな

どで一日賑わいました。

睦っ子の森フェスティバルは、地域の活性化と福祉への理

解を深めてもらおうと10年前に始まったものです。当日は、

ボランティア団体による各種模擬店や野菜の直売、苗木の無

料配布、フリーマーケットが行われ、公園中央の森の広場に

おいてはバンド演奏や五段ばやし、フラダンスショーなどが

行われ、大勢の人たちが足を止めていました。恒例となったお菓子や日用品などをステージからまく「お宝

まき」では、大人と子どもの場所を分けて３回行われ、会場に歓声が響いていました。

またむつみの森とドリームキッズでは、施設紹介や輪投げ、缶バッジ作成コーナー、映画上映が行われ、

駐車場においては、消防団によるチビッコ放水体験、ビンゴゲーム、ラジコン飛行機や福祉車両の展示など

が行われました。

◆睦っ子の森フェスティバル開催◆�◆睦っ子の森フェスティバル開催◆�◆睦っ子の森フェスティバル開催◆�

恒例の「お宝まき」には多くの人が集まりました

４月28日、ＮＰＯ法人「夢くらぶむつみ」主催による、春

の交流会が行われました。

子ども工作教室では、メンバーが講師となって、地元育成

会の児童やありんこ保育園の学童保育の子どもたちに、「びっ

くりかえる」と「きつつき工作」の製作を指導しました。

その後の交流会では、ギター、サックス、尺八によるミニ

コンサートとバーベキューが行われました。30人ほどの児童

とその保護者、のぞみホームの利用者などで、音楽を聞きな

がら、作りたてのごちそうを食べて、連休初日の楽しい一日

を過ごしました。

◆夢くらぶむつみ　春の交流会◆�◆夢くらぶむつみ　春の交流会◆�◆夢くらぶむつみ　春の交流会◆�

工作を楽しむ子どもたち

４月29日、壬生町黒川の里ふれあいプール駐車場において、

はにしの里ふれあい花まつり実行委員会主催の「第１回はに

しの里ふれあい花まつり」が開催されました。荒井俊夫さん

による歌謡ショーや、バンド「ブルームーン」による生演奏

などの他、苗木や野菜等が無料で提供されたり、各種模擬店

が多数出店しました。当日は晴天に恵まれ、満開の八重桜の

もと、家族連れなど多くの方が集まり、楽しい一日を過ごし

ました。

◆第１回はにしの里ふれあい花まつり◆�◆第１回はにしの里ふれあい花まつり◆�◆第１回はにしの里ふれあい花まつり◆�



町おもちゃ博物館で週２回、「ちゃも屋」の皆さんがおもちゃの修繕
を行っています。収蔵品の年代物のブリキ製のものから最近のおもち
ゃまで、あっというまにおもちゃを分解して、部品を入れ替え、表面
の汚れを落とし、使えるおもちゃに復活させてくれます。
「ちゃも屋」とは、長年おもちゃ団地の会社でおもちゃ作りに携わ
ってきた職人さんたちが自分たちを呼び合うスラング（俗語）だそう
で、ボランティアの20人の会員さんがおもちゃ博物館の一室で収蔵品
のおもちゃの修復を行っています。これまで５万点の収蔵品のおもち
ゃの内、２年半で２千個余りの修復を手がけてきました。何十年とおもちゃ作りに携わってきた人たちには、
おもちゃを手にとり、ひとまわり触って見るだけで、なぜ動かないのか、どこが悪いのか分かるようです。
また取材した当日は、４人のちゃも屋さんが、先日の春のおもちゃ団地チャリティバザールのリサイクル
コーナーで集まったおもちゃの修繕作業をおこなっていました。修理できない場合でも、別のおもちゃの部
品として保存し、有効活用を図っています。ここで直したおもちゃを町内の福祉施設などにクリスマス前に
配りたい、また、その施設のおもちゃで動かなくなったおもちゃを引き取って直すといった交流の輪を作り
たいと話していました。
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◆おもちゃの修繕に活躍「ちゃも屋」の皆さん◆�◆おもちゃの修繕に活躍「ちゃも屋」の皆さん◆�◆おもちゃの修繕に活躍「ちゃも屋」の皆さん◆�

５月３日～５日の３日間、おもちゃ博物館において、第12回おも
ちゃふれあいまつりが開催されました。
期間中、おもちゃ博物館内では、子ども達に大人気のＴＶキャラ
クターショーが行われました。テレビでおなじみのキャラクターを
見ようと多くの子どもたちが集まり、キャラクターショーは大盛況
でした。
また、おもちゃ博物館前では模擬店が立ち並んだほか、エアート
ランポリン、バンド演奏、ＴＶキャラクターによるサイン会等の催
しが行われ、おもちゃまつりは多くの家族連れで賑わいました。

５月27日、とちぎの環境美化県民運動が実施され、壬生
町においても環境美化活動が町内一斉に行われました。
当日は、商工会、建設業協同組合、町職員など13団体が
役場に集合し、午前８時から町内６ヵ所に分かれて、道路
等に捨てられている空き缶やごみ等の収集を行いました。
また、町内77の自治会においても、早朝から地域の公園
や土手などの清掃が行われました。
○環境美化運動参加総数（中央行動、自治会、企業）
約7,900人
○ごみ収集量
空き缶10,000個　空き缶以外　5,000kg 役場に集合し、町内のごみ拾いを行いました

修繕作業中の「ちゃも屋」の皆さん

地域の話題などをお寄せください　　　情報広報係†81-1814まちのわだい� まちのわだい�まちのわだい�

◆とちぎの環境美化県民運動◆�◆とちぎの環境美化県民運動◆�◆とちぎの環境美化県民運動◆�

多くの家族連れで賑わう3日間�
◆第12回おもちゃふれあいまつり◆�
多くの家族連れで賑わう3日間�

◆第12回おもちゃふれあいまつり◆�
多くの家族連れで賑わう3日間�

◆第12回おもちゃふれあいまつり◆�

キャラクターのサイン会には長蛇の列ができました
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まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

西高野では、毎年４月の第三日曜日に薬
師堂祭りが行われています。今年度は祭り
に併せ、青少年健全育成活動として自治会
体育部と育成会の共催により、子どもおは
やしやカラオケ大会を催したり、焼きそば
やフランクフルトなどを作ったりしながら
懇親を深めました。
さらに、地域の老人会のみなさんのため
に、園児から中学生が描いた「絵手紙」展
を西高野公民館で同時開催した結果、160
名を超える入場者があり、好評を得ました。
絵手紙の内容は、「いつまでもげんきでい
てね」など、かわいいお花の絵もそえられていて、老人会のみなさんに大好評でした。

六美町中央自治会の山田カツさんは、国谷駅東側の線路沿い
の町道を毎朝清掃しています。
山田さんは、道路がきれいになっていれば、ゴミが捨てられ
なくなるというという信念のもと10年以上清掃をしています。
山田さんのいうとおり、道路にはごみひとつ落ちていませんで
した。
雨の日などの天気の悪い日にも、愛犬ポポの散歩用リードと
ゴミばさみとポリ袋を持って道路をきれいにしている山田さん
の姿が見られるそうです。

道路を清掃中の山田さん

◆国谷駅東の町道の清掃を続けて10年以上 山田カツさん◆�◆国谷駅東の町道の清掃を続けて10年以上 山田カツさん◆�◆国谷駅東の町道の清掃を続けて10年以上 山田カツさん◆�

◆西高野自治会で春の青少年健全育成活動◆�
～地域の老人会へ子どもたちから「絵手紙」展～�
◆西高野自治会で春の青少年健全育成活動◆�
～地域の老人会へ子どもたちから「絵手紙」展～�
◆西高野自治会で春の青少年健全育成活動◆�
～地域の老人会へ子どもたちから「絵手紙」展～�

「絵手紙」展を実施

すけがい保育園の園児たち（３歳以上の30人）が、羽生
田のトマトのビニールハウスでトマト狩りを行いました。
これは、下野農協壬生地区トマト部会長の落合義治さんが、
食べ頃のトマトがハウスいっぱいになっているこの時期に
地元の保育園児たちに食べてもらおうと実施したものです。
子どもたちは、トマトがいちごのように地面になってい
るのではなく、自分の目線の高さになっていることや、マ
ルハナバチというハチのおかげで真っ赤なトマトになるこ
となどを知り、驚いていました。
ビニール袋にいっぱいのおみやげのトマトをもらい、甘
いトマトを食べ、大喜びの一日でした。紅くて大きなトマトを一つ一つ収穫

◆すけがい保育園児がトマト狩り◆�◆すけがい保育園児がトマト狩り◆�◆すけがい保育園児がトマト狩り◆�

子どもおはやしを披露
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昔
、
あ
る
農
夫
が
荒
れ
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を
開
墾

し
て
い
た
時
の
話
で
す
。
農
夫
の
娘

は
毎
日
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父
の
仕
事
場
に
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飯
を
運

ん
で
い
ま
し
た
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必
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人
分
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。
こ
の
こ

と
を
不
思
議
に
思
っ
た
家
の
者
が
娘

に
問
い
た
だ
し
ま
し
た
が
、
何
も
答

え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に｢
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れ
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生
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史
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合
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せ
下
さ
い
。�
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。�
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